
�

越
川
　
好
昭

全
国
的
な
課
題
で
あ
る
空
き
家

対
策
を
ど
う
進
め
て
い
く
か

志
政
あ
や
せ
　
古
郡
　
敏
正

小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
見
直

し
や
学
校
統
合
の
考
え
方
は

公
明
党
　
　
　
天
笠
　
哲
史

異
常
気
象
か
ら
市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
は

あ
や
せ
未
来
会
議
　
畑
井
　
陽
子
　

市
民
が
可
燃
ご
み
を
削
減
し
た

く
な
る
方
法
を
考
え
な
い
か

●
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

Ｑ　

近
年
、
居
住
者
が
長
期
不

在
の
空
き
家
が
全
国
的
に
増
加

し
、
令
和
12
年
以
降
は
住
宅
の
総

需
要
が
本
格
的
に
減
少
し
、
さ
ら

に
空
き
家
が
増
加
し
て
い
く
懸
念

が
あ
る
が
、
市
の
対
策
は
。

Ａ　

本
市
は
、
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施

行
以
来
、
こ
れ
ま
で
空
家
等
の
実

態
調
査
を
は
じ
め
、
対
策
協
議
会

の
設
置
、
対
策
計
画
の
策
定
、
適

正
管
理
の
促
進
や
不
動
産
市
場
へ

の
流
通
な
ど
早
期
よ
り
対
策
を
進

め
て
い
る
。
令
和
５
年
の
法
改
正

に
よ
り
、
対
策
が
強
化
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
対
策
計
画
の
改
定

や
新
た
に
位
置
付
け
ら
れ
た
管
理

不
全
空
家
等
へ
の
対
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
個
別
相
談

●
可
燃
ご
み
削
減
対
策
に
つ
い
て

Ｑ　

資
源
ご
み
の
売
却
益
を
市

民
に
伝
え
、
資
源
化
の
有
効
性
が

認
識
さ
れ
る
こ
と
で
さ
ら
に
資
源

化
が
進
み
、
可
燃
ご
み
の
削
減
に

も
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
資
源
物

の
回
収
量
と
売
却
益
は
。

Ａ　

令
和
３
年
度
は
約
５
３
０

０
㌧
で
約
１
４
８
０
万
円
、
４
年

度
は
約
４
９
５
０
㌧
で
約
１
８
０

０
万
円
、
５
年
度
は
約
５
０
４
０

㌧
で
約
２
１
６
０
万
円
で
あ
る
。

Ｑ　

資
源
ご
み
を
さ
ら
に
捨
て

や
す
く
す
る
た
め
、
３
６
５
日
捨

て
ら
れ
る
拠
点
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

公
明
党
　
　
　
野
田
　
広
吉

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
周
知

と
感
染
予
防
へ
の
注
意
喚
起
を

市の花「バラ」

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の

　
　
ミ
ニ
知
識

　
　
ミ
ニ
知
識

議
会
の
会
議
に
は
、
大

き
く
分
け
て
本
会
議
と
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
と
は
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、年
4
回
3
月
、

6
月
、
9
月
、
12
月
に
開

催
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て

臨
時
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
議
会
と
し
て
の
権
限

や
能
力
は
本
会
議
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
議
会
の

議
決
、
承
認
、
同
意
な
ど

は
、
こ
の
本
会
議
で
行
わ

な
け
れ
ば
法
的
な
効
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
比
べ
委
員
会

は
、
議
会
の
内
部
組
織
と

し
て
、
議
員
の
一
部
を
も

っ
て
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、
議
会
の
運
営

を
協
議
す
る
議
会
運
営
委

員
会
の
他
に
綾
瀬
市
に

は
、
3
つ
の
常
任
委
員
会

と
基
地
政
策
特
別
委
員
会

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

委
員
会
は
、
本
会
議
で
の

審
議
の
予
備
的
審
査
、
調

査
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ

る
も
の
で
す
。

「
本
会
議
と

「
本
会
議
と

��

委
員
会
」

委
員
会
」

の
対
応
や
専
門
家
団
体
の
紹
介
な

ど
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

●
市
の
非
正
規
職
員
に
つ
い
て

Ｑ　

本
市
職
員
の
非
正
規
雇
用

の
現
状
は
。ま
た
、処
遇
面
な
ど
労

働
条
件
の
向
上
を
図
ら
な
い
か
。

Ａ　

多
様
化
・
高
度
化
す
る
行

政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
事

務
補
助
や
窓
口
対
応
の
ほ
か
、
専

門
的
な
知
識
や
経
験
を
必
要
と
す

る
業
務
に
従
事
し
、
質
の
高
い
事

業
の
実
現
を
図
る
上
で
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
処
遇
面
で
は
、
支
給

要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
、
令
和

２
年
度
か
ら
期
末
手
当
、
６
年
度

か
ら
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

で
改
善
を
図
っ
て
い
る
が
、
国
や

県
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、
引
き

続
き
処
遇
改
善
に
努
め
て
い
く
。

●
綾
瀬
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校

の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て

Ｑ　

令
和
４
年
か
ら
の
10
年
で

市
内
の
児
童
・
生
徒
１
８
１
４
人

が
減
少
の
予
測
だ
が
対
応
は
。

Ａ　

現
在
の
学
校
区
や
自
治
会

区
を
基
本
に
、
一
部
地
域
の
編
入

に
よ
る
通
学
区
域
の
見
直
し
や
、

近
隣
校
と
の
統
合
を
進
め
て
い
く

方
針
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

通
学
区
域
の
見
直
し
や
統

合
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

協
議
等
に
５
年
程
度
を
要

す
る
た
め
、
令
和
13
年
度
か
ら
小

規
模
校
化
が
見
込
ま
れ
る
春
日
台

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
６
年
度
か

ら
教
育
委
員
会
内
で
協
議
を
開
始

し
、
７
年
度
以
降
に
学
校
関
係
者

や
保
護
者
、
地
域
住
民
な
ど
と
の

調
整
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

●
（
仮
称
）
綾
瀬
市
総
合
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

Ｑ　

支
援
が
必
要
な
子
を
減
ら

す
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
は
。

Ａ　

教
育
の
観
点
の
み
で
の
対

応
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
学
校

や
教
育
関
係
者
が
一
層
充
実
し
た

支
援
や
家
庭
へ
の
働
き
か
け
を
行

い
、
関
係
機
関
と
連
携
、
協
力
し

た
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
確

立
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

は
新
設
で
は
な
く
、
学
校
統
合
に

よ
り
空
い
た
校
舎
を
有
効
活
用
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

不
登
校
や
多
様
な
悩
み
を

抱
え
る
児
童
・
生
徒
や
青
少
年
の

相
談
と
居
場
所
づ
く
り
、
通
い
学

ぶ
環
境
と
い
っ
た
面
か
ら
、
新
設

す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

●
異
常
気
象
に
つ
い
て

Ｑ　

市
内
の
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
は
38
カ
所
指
定
さ
れ
て
い

る
が
、
公
共
用
地
と
民
地
は
そ
れ

ぞ
れ
何
カ
所
含
ま
れ
、
管
理
責
任

は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ　

公
共
用
地
は
、
道
路
、
公

園
、河
川
な
ど
24
区
域
、民
地
は
38

区
域
の
全
て
に
含
ま
れ
て
い
る
。

管
理
責
任
は
土
地
の
所
有
者
に
及

び
、
公
共
用
地
は
、
各
施
設
管
理

者
が
状
況
把
握
・
管
理
を
行
う
。

Ｑ　

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
で
地
域

防
災
力
の
向
上
に
貢
献
す
る
存
在

だ
が
、
採
用
を
検
討
し
な
い
か
。

Ａ　

地
震
気
象
情
報
提
供
業
務

委
託
会
社
が
、
気
象
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と

考
え
て
お
り
、
採
用
は
考
え
て
い

な
い
。
引
き
続
き
、
気
象
防
災
に

係
る
体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

●
市
内
樹
木
等
の
剪
定
に
つ
い
て

Ｑ　

樹
木
が
成
長
し
て
根
が
縁

石
や
舗
装
を
持
ち
上
げ
、
歩
道
な

ど
が
盛
り
上
が
る
根
上
が
り
に
よ

り
、
歩
行
者
、
特
に
お
年
寄
り
や

車
椅
子
な
ど
の
通
行
に
支
障
を
来

し
て
い
る
が
、
市
の
対
応
は
。

Ａ　

通
行
に
支
障
を
来
し
、
危

険
が
伴
う
場
合
は
、
造
園
業
者
と

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
伐
採
を

含
め
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ　

公
園
愛
護
会
が
年
々
減
少

し
て
い
る
が
、
今
の
状
況
は
。

Ａ　

令
和
６
年
４
月
時
点
で
は

40
団
体
と
な
り
、
５
年
度
か
ら
５

団
体
減
少
し
て
い
る
。
今
後
も
他

市
の
事
例
な
ど
を
収
集
し
、
新
た

な
支
援
策
等
を
研
究
し
て
い
く
。

ン
を
整
備
し
て
い
く
考
え
は
。

Ａ　

平
成
23
年
に
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
実
施
し
た
が
、
排
出
量
が

少
な
く
１
年
で
終
了
し
た
経
緯
が

あ
る
。現
在
は
、当
時
と
比
べ
て
生

活
ス
タ
イ
ル
な
ど
も
変
化
し
て
お

り
、当
時
の
課
題
を
踏
ま
え
、改
め

て
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

●
防
災
対
策
に
つ
い
て

Ｑ　

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個

別
避
難
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

地
域
団
体
な
ど
か
ら
挙
げ
ら
れ
た

課
題
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

Ａ　

負
担
感
や
不
安
感
を
払
拭

で
き
る
よ
う
、
相
談
に
乗
り
な
が

ら
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ　

避
難
所
運
営
に
は
女
性
の

視
点
も
必
要
だ
が
、
本
市
で
の
女

性
職
員
な
ど
の
配
置
割
合
は
。

Ａ　

６
年
度
か
ら
危
機
管
理
課

に
女
性
職
員
を
１
名
配
置
し
て
お

り
、
各
避
難
所
を
担
当
す
る
地
区

対
策
本
部
職
員
は
、
約
３
割
か
ら

４
割
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
は
約

２
割
が
女
性
と
な
っ
て
い
る
。

●
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
た

肺
炎
予
防
に
つ
い
て

Ｑ　

日
本
で
も
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
、
感
染
予

防
の
選
択
肢
が
で
き
た
た
め
、
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
認
知
度
を

上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

疾
患
に
関
す
る
周
知
や
感
染
予
防

へ
の
注
意
喚
起
を
行
う
考
え
は
。

Ａ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な

ど
で
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

は
、
現
時
点
で
は
任
意
接
種
ワ
ク

チ
ン
の
た
め
全
額
自
己
負
担
と
な

る
が
、
接
種
費
用
が
１
回
２
万
円

以
上
と
高
額
な
た
め
半
額
程
度
を

公
費
で
助
成
す
る
考
え
は
。

Ａ　

令
和
５
年
９
月
に
薬
事
承

認
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

●
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の

も
し
も
の
時
へ
の
備
え
の
支
援
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

緊
急
通
報
機
器
の
貸
与
事

業
や
「
人
生
い
き
い
き
手
帳
」
の

配
布
、
市
内
で
活
動
す
る
事
業
者

が
日
常
業
務
の
中
で
さ
り
げ
な
く

安
否
確
認
を
行
う
、
高
齢
者
等
地

域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す

る
協
定
締
結
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

高
齢
者
向
け
サ
ポ
ー
ト
の

一
つ
で
あ
る
、「
人
生
い
き
い
き

手
帳
」
の
活
用
方
法
は
。

Ａ　

介
護
予
防
な
ど
へ
の
理
解

と
関
心
を
深
め
、
地
域
社
会
へ
の

参
加
を
促
し
、
一
般
的
な
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
要
素
も
盛
り
込

ん
で
お
り
、
も
し
も
の
時
の
自
分

の
意
思
が
記
載
で
き
る
。
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